修智館学院の場合
　
　
龍之介＃３２
　
　
「それでは、時刻を合わせる」
　日の出から一時間が経った噴水広場前。朝日を背に受けた悠木かなでは神妙な顔付きで時計を睨み、眼前に居並ぶ者達へ告げる。
「カウント。５……４……」
　かなでの腕にはまっているのは、学校の備品であるデジタル式の電波時計。今日この日のために借り受けたものだ。
　
　
「３……」
　同時刻。グランドでも同様に各自の時計を合わせるためのカウントダウンが行われていた。音頭を取っているのは体操着姿の千堂瑛里華。昇って間もない日の光にその金髪が輝いている。
　
　
「２……」
　支倉孝平の声が、霜星馬場に響く。脇に控える東儀白も彼に倣って電波時計に目を落としている。
　
　
「１……」
　かなでの声に、時計や携帯を見ていた一同は指先に意識を向ける。
「０！　ジャスト五時四十五分！」
　三カ所に集まった生徒が一斉に時刻を合わせる。
「よーし、みんなオーケーだね？　スタートは十分後、五時五十五分。それまで準備運動とかしといてね」
　そう告げて、かなでは再度時計を見る。片隅で黒点が点滅する液晶画面には、５：４６と表示されていた。
　
　
　
「五月五日の五時五十五分だよっ！」
　上三分の一にその数字が大書きされたルーズリーフを片手にかなでが監督生室にやってきたのは、二週間ほど前だった。
　その時、監督生室には生徒会長の千堂伊織を筆頭に、役員となったばかりの支倉孝平まで全員が揃っていたが、その誰もが「意味が分からない」という表情で彼女を見ていた。
「五月五日の五時五十五分にね、何かしようと思うんだー！」
　ルーズリーフを机に置く。
「何で？」
　伊織が口を開く。
「ん～、ほら、ゴールデンウィークって実家帰る人は帰ったりするでしょ？　でもこっちに残ってる子もいるし、小さくても何かイベントとかあったら楽しいんじゃないかなって」
　答えるかなでの横で、伊織は「なるほど。白鳳寮の主催、ということか」と、先ほどのルーズリーフに書き込んでいる。
「で、何でその日時なんだ？」
　次に、征一郎が質問をする。
「それはもちろんっ！」
　かなでがにぱっと笑う。
「ゴー！　ゴー！　ゴー！　ゴー！　ゴー！　だからだよっ！」
　かなでは「ゴー！」の度に勢いよく拳を突き上げる。
「……………」
　周囲の者が絶句する中、
「……うん。確かに着眼点はいいし、勢いは大事だが、いかんせんちょっとひねりがなさ過ぎるね……七十点だ。悠木姉」
　伊織は冷静に採点をする。
「う～ん、そっかー。結構いけてると思ったんだけどな～」
　かなでが肩を落とす。
「……それで、生徒会としては何をしたらいいんですか？　何か頼みがあるからいらっしゃったんでしょう？」
　絶句から立ち直った瑛里華が水を向ける。
「そうそうそうそうっ、さっすがえりりんっ！　しっかりしてるね～！」
　部屋に突っ込んできてから、かなでは笑顔のままだ。
「五月五日か……悪いが悠木、生徒会としてはあまり手を貸せそうにないぞ。体育祭の準備が佳境に入ってくる時期だからな」
　念のためと、征一郎が釘を刺す。
「だいじょーぶ、だいじょーぶ。その辺も含めてちゃあんと昨日、ひなちゃんと考えたんだよ～」
　ポケットから折り畳まれた紙を取り出し、机に広げる。『五月五日イベント案』と題名の記されたその紙には、やわらかみのある丁寧な文字が並んでいた。
　
　
　
　その前日。悠木かなでは自室で机に向かいながら頭を悩ませていた。『５／５　５：５５』と上三分の一に大きく書いてはみたものの、なにぶん勢いだけで思いついたせいで、具体的な事柄はこれっぽっちも考えていなかった。それでも何かしたいという思いでこうして頭をひねっているのだった。
　コンコン。
「おねーちゃーん？　入っていい？」
　考えるのに疲れてカーペットに寝そべってゴロゴロし始めた頃、ノックと共に入ってきたのは陽菜だった。
「あ～、ひなちゃ～ん！」
　上半身を起こし、妹を迎える。
「何してたの、お姉ちゃん？　宿題？」
　机の上の紙を見つけ、陽菜が歩み寄る。
「五月五日、五時五十五分……？」
　大きくそれだけ書かれた紙を取り上げる。
「それがねー、な～んにも浮かばないんだ～」
　ゴールデンウィーク中、寮に残る寮生のために何か小さいイベントを開きたいことを告げる。
「ずいぶん朝早いね」
　日の出は早くなってきてはいるが、休日でもある。起きている生徒はまずいない時間だ。
「うん。最初は夕方の五時でもいいかな～とか思ったんだけど、それだと正確には十七時になっちゃうから、な～んかこう、面白味に欠けるんだよね」
　かなではベッドに背を持たれ、天井を眺める。
「う～ん、普段起きてない時間だから、いつもと同じ事やっても面白く感じちゃうかも」
「あー、そっかそっかーっ！　何も特別なコトじゃなくてもいいのか～」
　陽菜の助言に、かなでが大げさにうなずく。
「でも、せっかく５が並んでゴーゴー！　何だから勢いのあるのがいいね」
　今度はうつむきながら、「勢い……勢い……」と呟きだす。
「一斉にみんなで走ってみる……とか……」
　陽菜も案を出す。
「走る……一斉にスタート……そうだっ！」
　何かを思い付いたらしいかなでが手を打って立ち上がる。
「鬼ごっこだ！」
　
　
　
「なるほど」
　その後、二人で計画の内容を詰め、陽菜が清書をした。そうして出来上がったイベント案に目を通した伊織は、それを横にいる征一郎に渡す。
「どうかな？」
　征一郎の手に渡った書類を横目で見ながら、かなでが問う。
「いいと思うよ。その日はミーティングの予定だったけど、このイベントが終わった後にここへ集まってやればいいか。午後が丸々空くことになるし、丁度いいんじゃないかな」
　事も無げに、伊織が言う。
「大きな問題はなさそうだ」
　読み終えた書類を白に渡しながら、征一郎も同意する。
「五時五十五分スタートで、鬼が俺。範囲は学校の敷地内で、自由参加だから寝ている寮生もいるので、白鳳寮は除外」
　伊織が計画の内容を確認する。
「先生方に許可をもらう必要があるが、まあ、休日の朝に走り回るだけだ。問題なく下りるだろう」
　征一郎もうなずく。
「鬼がスタート時にどこにいるか分からない、というのは面白いと思います」
　孝平に書類を回した白が、感想を言う。
「そうそう！　今回のキモはそこなんだよっ！　いおりんは最初どっかに隠れてる。でもそれだと探し当てられないから、スタートと同時に今見えてる光景を写真に撮って送信。十分経過ごとに同じことしてもらって、それを参考にみんなで探し出そうっていう趣向なんだ～」
　かなでが楽しそうに説明する。
「捕まえたことになる条件も変わってますね」
　書類は孝平の手を離れ、今は瑛里華の手元にある。その孝平が口を開く。
「そう。ほら、走ったりするの苦手な子もいるしさー。それだと、いおりんに走られたら無理だから、カメラでの撮影を条件にしたんだ。でも、写ってればオーケーだと遠くから撮っても捕まったことになるから、ある程度近づいて……二十メートル以内で」
「拳銃の射程距離程度ってことか。で、その写真を送信してもらって、判断するのは征と」
　かなでの補足に、伊織が首肯する。
「分かった。後で実際に撮ってみてサンプルを作ろう」
「せーちゃん、よろしくっ！」
　と、征一郎にかなでが笑顔を向けた横で、瑛里華が読み終えた計画案を机においた。
「一つ気になったんですけど」
　かなでに向けて質問する。
「ん？」
「鬼ごっこの勝者に与えられる、学食の一食無料券五十五枚綴り……誰が用意するんです？」
　あの悠木かなでのことだから、どこからか変なルートを使ってすでに入手しているのではないか、そんな期待を持って、瑛里華が尋ねる。
「それはもちろんっ！」
　かなでの笑顔が最高潮に達する。
「負けた方が用意するんだよ！」
「はははっ！　なかなか理不尽なことを言い出すねぇ、悠木姉！」
　責任重大な鬼役も同じように笑い出す。
「……伊織」
　脳天気に笑う悪友に、征一郎が重い声で告げる。
「財務としての立場から言う。絶対に負けるな。厳命だ」
「分かってるって、征。そんな怖い顔するなよ。俺だって今年こそ学園祭でミラーボールを使いたいんだ。余計な出費は極力抑えるさ」
　伊織はその厳命にウィンクで返事をした。
　
　
　
　スタート五分前。
「みんなー、いおりんの写真受信用にメールは設定したー？　まだの人はこのアドレスに空メール送ってねー。折り返しサンプル写真が届くから、それが登録完了の印だよ。いおりん捕獲時の写真送信先もそのアドレスでオーケー」
　噴水広場でかなでが最後の確認をしている。三カ所のスタート場所から一つを任意に選ぶ仕組みで、グラウンド、霜星馬場でも同様の説明が今行われているはずである。
「白鳳寮内部、外周部は寝ている人もいるため、範囲に含まれていません！　いおりんにも徹底させてますので、白鳳寮には近づかないように！」
　寝ずにずっと起きていた者、早めに就寝し、体調を整えてきた者、地図や各所の風景を念入りにチェックしている者、それぞれの顔に期待のこもった笑みが浮かぶ。
　
「よ～し！　それじゃあ、カウントいっくよ～！」
　かなでの声が高らかに響く。
「３！」
　朝の澄んだ空気を風が運んでいく。
「２！」
　各々が自分の携帯に目を向ける。
「１！」
　足にぐっと力を入れる。
「スタートっ！」
　三カ所に集まった生徒の携帯から一斉にメール着信音が鳴る。
「なっ！」「きゃあっ！」「えっ！」
　驚きの声が修智館学院敷地内にこだまする。
　
　届いた写真に写っているのは、ベッドと、その上に脱ぎ散らかされた（ように見える）女子の制服。
「あっんの、バカッ！」
　真っ先に駆け出したのは、いつの間にかなくなっていた制服の在処を知った生徒会副会長、千堂瑛里華だった。
　
平成二十三年五月一日
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